
広報いずも 2008.2.2813 広報いずも2008.2.28 12

13

食べ物を外国に
頼っていて大丈夫？食べ物を外国に
頼っていて大丈夫？
　私たちが毎日食べるものは、どこで、誰によって作られているのでしょ
うか。食料が自分の国でどれくらい作られているかを表す数字を食料自
給率といいます。日本は世界で一番食料の輸入が多い国で、日本の食料
自給率（平成１８年度カロリーベース）は３９％です。つまり、私たちの食
べ物の６割は外国からの輸入品に頼っていることになります。
　昔は日本も食料自給率が高く、昭和３５年は７９％でした。自給率が低
下した要因には食生活の変化があげられます。ごはんを食べる量が減り、
代わって肉や油を使った料理がたくさん食べられるようになりました。国
土の狭い日本では、家畜のえさや食用油の原料を十分に作ることができ
ず、これらの輸入が増加しています。

　万が一、輸出国の輸出制限や異
常気象による作物の不作、海外で
の家畜の病気の発生による輸入
禁止などで、突然食料の輸入が止
まってしまったとしても、多くのカ
ロリーを供給できるいもを作るな
どして最低限必要な食料（1人1日
当たり２，０２０キロカロリー）を確
保することができます。
　しかし、食事の内容は大きく変
わってしまいます。

　あすっこは島根県のオリジ
ナルの野菜で、ビタミン菜とブ
ロッコリーを掛け合わせた新
しい春野菜です。ビタミンAと
Cを多く含み、アスパラガスの
ような食感と甘味があります。

　安心して暮らしていくためには、食料自給率を高めていくことが
大切です。日々の食生活の中で、できることから始めてみましょう。

○ごはんを中心に、肉や油を使った料理はほどほどにし、野菜をたっぷり
使ったバランスのよい食事を心がけましょう。

○地域の農業を応援するためにも、地元で取れる食材を日々の食事に
活かしましょう。

○「旬」の食べ物は適した時期に無理なく作られるもので、余分な燃料
などを使いません。おいしい旬の食べ物で、からだにも環境にもやさ
しい食事を心がけましょう。

先進国と比べても低い日本の食料自給率

もし、食べ物の輸入が止まったら・・・

食料自給率を高めるためにできることは？

国内生産のみで２，０２０キロカロリーを供給する場合の
メニューの一例
国内生産のみで２，０２０キロカロリーを供給する場合の
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＋

2日に1杯

うどん
（小麦53ｇ/日分）

2日に1杯

みそ汁
（みそ9ｇ/日分）

9日に1食
食肉
（肉類12ｇ/日分）

7日に1個

たまご
（鶏卵7ｇ/日分）

3日に2パック

納豆
（大豆33ｇ/日分）

6日にコップ1杯

牛乳
（牛乳33ｇ/日分）

なっとう

茶碗1杯
（精米75ｇ分）

蒸かしいも2個
（じゃがいも2個・300ｇ分）

焼きいも2本
（さつまいも2本・

200ｇ分）

焼きいも1本
（さつまいも1本・

100ｇ分）

蒸かしいも1個
（じゃがいも1個・
150ｇ分）

果物
（りんご1/4・
50ｇ分相当）

ぬか漬け1皿
（野菜90ｇ分）

ちゃわん

せいまい

茶碗1杯
（精米75ｇ分）

ちゃわん

せいまい

けいらん

焼き魚1切
（魚の切り身84ｇ分）

}１人１日当たり
２，０２０キロカロリーだと
昭和２０年代後半の水準。

「あすっこ」

おたずねは食育推進室 （☎２１－６８２９）

砂糖小さじ6杯、油脂小さじ0.6杯

農林水産省「いちばん身近な『食べもの』の話」より

調味料
（1日分）

◆本　　庁　TEL 21－2211
◆平田支所　TEL 63－3111
◆佐田支所　TEL 84－0111
◆多伎支所　TEL 86－3111
◆湖陵支所　TEL 43－1212
◆大社支所　TEL 53－4444

出雲市役所の代表電話番号

◎ケーブルテレビ番組
『21世紀出雲市政のひろば』
毎月テーマを決めて30分番組を放映

◎ラジオ市政広報番組
『出雲市からのお知らせ』

・出雲ケーブルビジョン（５ｃｈ）
・ひらたCATV（５ｃｈ）

週替わりで、市からの告知放送（20秒）
・FMいずも（80.1メガヘルツ）

市政広報番組
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国
民
健
康
保
険
証
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後
期
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齢
者
医
療
保
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証
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な
ど

を
お
届
け
し
ま
す

●
４
月
か
ら
の
新
し
い「
国
民
健
康
保

険
証
」「
高
齢
受
給
者
証
」を
３
月
末

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

※
老
人
医
療
の
対
象
者
に
は
、現
在
お

持
ち
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
に

か
わ
り「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
保
険
年
金
課
、各
支
所

市
民
生
活（
福
祉
）課

４
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立

な
ど
の
手
続
き
は
出
雲
市
へ

●
こ
れ
ま
で
県
で
行
わ
れ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
な
ど
の
手
続
き
を
、４
月
１
日
か

ら
は
出
雲
市
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
内
容
／
法
人
設
立
の
認
証
や
相
談
、

公
告
お
よ
び
縦
覧
、事
業
報
告
書
な

ど
の
受
付
、閲
覧
な
ど

●
お
た
ず
ね
／
市
民
活
動
支
援
課

４
月
１
日
に
都
市
計
画
区
域

を
再
編
し
ま
す

●
現
行
の
出
雲
・
平
田
・
大
社
都
市
計
画

区
域
を
統
合
し
、指
定
区
域
を
追
加

し
ま
す
。

●
追
加
区
域
／【
一
部
】矢
尾
町
、日
下
町
、

西
林
木
町
、東
林
木
町
、小
津
町
、多
伎

町
久
村
、多
伎
町
多
岐
、多
伎
町
小
田
、

多
伎
町
口
田
儀
、【
全
域
】大
社
町
遙
堪
、

大
社
町
菱
根
、大
社
町
入
南

●
お
た
ず
ね
／
都
市
計
画
課

予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

●
応
募
資
格
／【
一
般
公
募
】18
歳
以
上

34
歳
未
満
、【
技
能
公
募
】18
歳
以
上

で
、保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
か

ら
55
歳
未
満
の
人　

●
内
容
／
一
般
社
会
人
や
学
生
を
予
備

自
衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、所
定
の

教
育
訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と

し
て
任
用
し
ま
す
。

●
試
験
日
／【
一
般
公
募
】４
月
19
日
㈯
、

【
技
能
公
募
】４
月
19
日
㈯
〜
21
日

㈪
の
間
の
１
日

●
申
込
期
限
／
４
月
14
日
㈪

●
お
た
ず
ね
／
自
衛
隊
出
雲
地
域
事
務

所（
☎
㉑
０
８
３
１
）

自
立
支
援
医
療(

精
神
通
院
医

療)

の
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に

●
更
新
の
手
続
き
は
期
限
終
了
３
か
月

前
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
持
参
品
／
診
断
書
、保
険
証
、障
害
年

金
・
手
当
な
ど
の
受
給
者
は
平
成
18

年
中
の
受
取
額
が
わ
か
る
も
の
、郵
便

局
以
外
の
通
帳
、印
鑑

●
申
請
先
・
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進
課
、

各
支
所
福
祉
担
当
課

出
雲
市
自
立
支
援
医
療
費
助

成
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

●
対
象
／
自
立
支
援
医
療
受
給
者

●
助
成
内
容
／

〔
精
神
通
院
医
療
〕

 

・ 

医
療
費
の
半
額（
入
院
は
対
象
外
）

〔
更
生
医
療
〕次
の
金
額
を
超
え
て
自
己

負
担
し
た
医
療
費（
月
額
）

 

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯（
通
院
３
千
円
、

入
院
５
千
円
）、住
民
税
課
税
世
帯

（
通
院
６
千
円
、入
院
１
万
円
）

〔
育
成
医
療
〕次
の
金
額
を
超
え
て
自
己

負
担
し
た
医
療
費（
月
額
）

 

・ 

通
院
千
円
、入
院
２
千
円

●
請
求
期
間
／
支
払
日
か
ら
２
年
以
内

●
持
参
品
／
医
療
費
の
支
払
い
を
証
明

す
る
物（
領
収
書
、自
己
負
担
上
限
額

管
理
票
な
ど
）と
印
鑑

※
申
請
が
ま
だ
の
場
合
は
、通
帳（
郵
便

局
を
除
く
）も
必
要

●
申
請
先
・
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進
課
、

各
支
所
福
祉
担
当
課

腎
臓
機
能
障
害
の
方
に
通
院

交
通
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

●
対
象
／
人
工
透
析
で
通
院
し
て
い
る
方

で
、居
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
５
㎞
以

上
、ま
た
は
居
宅
か
ら
医
療
機
関
な
ど

が
行
う
無
料
送
迎
バ
ス
停
ま
で
５
㎞
以

上
あ
る
人（
距
離
は
直
線
で
計
測
）

※
申
請
月
の
初
日
か
ら
助
成
し
ま
す
。

※
徒
歩
や
自
転
車
で
の
通
院
や
、医
療

機
関
の
無
料
送
迎（
往
復
）を
利
用
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

●
助
成
額
／
１
往
復
当
た
り

　

５
〜
10
㎞
・
２
５
０
円
、10
〜
15
㎞
５

０
０
円
で
、以
降
５
㎞
ご
と
に
２
５
０

円
加
算（
上
限
額
は
１
５
０
０
円
）

●
申
請
先
・
お
た
ず
ね
／
福
祉
推
進
課
、

各
支
所
福
祉
担
当
課

日
御
碕
Ｄ
地
区
地
籍
調
査
成
果

（
地
籍
図
・
地
籍
簿
）の
閲
覧

●
と
き
・
と
こ
ろ
／【
中
山
総
合
会
館
】

２
月
28
日
㈭
、【
市
役
所
大
社
支
所

２
０
２
会
議
室
】２
月
29
日
㈮
〜
３

月
17
日
㈪（
土
・
日
除
く
）、時
間
は
い

ず
れ
も
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
お
た
ず
ね
／
地
籍
調
査
課

お
知
ら
せ

　市役所職員などを装って、「税金（医療費、水道料金）を還付し
ます」などとだまして、お金を振り込ませようとする還付金詐欺が
多発しています。
　相手は現金自動受け取り機（ＡＴＭ）に誘導したり、指定した
電話番号にかけさせたりして、指定の銀行口座にお金を振り込
ませようとします。
　市役所からＡＴＭに行っていただくように電話することはあり
ません。相手には連絡せず、市役所または最寄りの交番・駐在所
もしくは出雲警察署に相談してください。

還付金詐欺に要注意!!

●おたずね／広報情報課（TEL２１－８５７８）


